
「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

第 117回 

『「人の心に贈り物」 〜 死後も誰かの中で生きつづける 〜』 

2022 年 7 月 9 日、第 11 回『がん哲学外来コーデイネーター養成講座 in 栃木』

(宇都宮に於いて)で、筆者は、教育講演１「多様性のある制御 〜 Dramatype ～」

の機会が与えられた。 翌日の 7月 10日は、第 10回『がん哲学外来市民学会 栃

木大会：テーマは、『人の心に贈り物を残していく』 (大会長 平林かおる 栃

木県立がんセンター 副病院長)であった(画像 1)。 筆者の『がん哲学外来市民

学会 代表挨拶』が、【医師、医療従事者、一般市民、学生、中高生、がん問題

に関心を持つあらゆる人々が、立場を超えて集う「交流」の場でもあります。】

とプログラム冊子に記載されていた。 

 

早速、「樋野先生と柳田邦男先生の対談の書籍も読み直したいと思います。」

との励ましのメールが届いた。 柳田邦男 先生との共著『人の心に贈り物を残

していく』（2017年 悟空出版）が鮮明に思い出された（画像 2）。 

【対談】「寄り添う心があればいい。 がん哲学外来は人間の原点に戻れる場所」 

第 1章 がんを語る 

第 2章 がん哲学を語る 

第 3章 「いのち」を語る 

第 4章 「言葉」を語る 

 

【『おわりに』柳田邦男 氏は「がん哲学外来」を取り上げたＮＨＫの番組で、

「がん医療に携わる医師は、がんだけを診て、患者さんの人生まで見ていない

人が多い。 人生という大きな球体のなかの“がん”だけを切り取って診ている

ようだ。 だから患者さんは、治療以外のことを聞いてはいけないと感じとる。

『がん哲学外来』そして『がん哲学外来メディカル・カフェ』は、そんな医師

と患者さんのすき間を埋めてくれる取り組みだ。 そして、人は死後も誰かの中

で生きつづけるという“死後生”を視野に入れて生きると、人生は格段に豊か

になる」このような主旨のお話しをされていました。】と記載した。 

 

『がん哲学のレッスン』（2020 年 かもがわ出版）では、柳田邦男 先生は、帯

を書いて頂いた(画像 3)。 ただただ感謝である。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 

 

3 

 


